
令和7年4月〜令和8年3月 いきものガイドウォーク(全10回)　予定と実績

月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図

 　   ミズキ（ミズキ科ミズキ属）
　山地に普通に生え、日当たりの良い沢沿い
に多い。
　名は、春先に枝を切ると水のような樹液が
多量に流れ出ることから。
　枝が幹から車輪状に出て、あまり斜上せず
伸びるため、樹形は独特の階段状となる。成
長が早いため、ときに街路樹や公園の緑陰樹
として植栽されることも多い。材は細工しや
すく、玩具や器、箸などに使われる。

 　ユリノキ（モクレン科ユリノキ属）
　北米原産。世界の温帯各地で広く栽培され
る。
　現地では60ｍもの大木に成り、インディア
ンは昔これで丸木舟を作った。
　日本には明治の初めに渡来し、街路樹など
として栽培される。高さ20ｍ。5月、枝先に
チューリップに似た黄緑色の花をつける。花
弁の基部は明るい
橙色。葉ははんてんのような形をしている。
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開催日時：2025年4月26日（土）
　　　　　10：00～11:04
天候：曇り
参加者：18名（他に子供２名）
テーマ：新緑と初夏の花
報告者：善宝俊文
　4月下旬にしてはやや肌寒い中での開催
となった。１週間余り前の下見の時は咲い
ていなかったミズキは花を開いていたが、
楽しみにしていたユリノキは蕾のままだっ
た。
＜観察したもの＞フジ（ノダフジ。右巻き
であること。まだ花はまばらだった。）。
ヤマボウシの花。イチョウ並木の新葉
（ジュラ紀からの生き残りであること）。
トウカエデの花。ムクノキの花（樹皮の特
徴）。エノキの実。ヤマザクラの巨木。
ギョイコウ（御衣黄）。ハナミズキ。タケ
（竹の秋。タケの成長。）。マツ（この時
期の剪定の仕方）。ヒメウツギなど。
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月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図

 スイレン <スイレン科　スイレン属>
　多年生の浮葉植物であり、地下茎から根を
張り、そこから長い葉柄が生じ、浮水葉が水
面に浮かんでいる。花は地下茎から生じた長
い花柄の先端に1個ずつつき、水面または水上
へ抜け出て開花する。基本的に雌性先熟（雌
しべと雄しべの成熟をずらしてで自家受粉を
避ける）であるが、自家受粉を行うものもい
る。夜間に開花する種は強い匂いを発し、ふ
つう発熱性であり、主に甲虫によって花粉媒
介される。昼間に開花する種は主にハチ目や
ハエ目に花粉媒介される。

 ヤマボウシ <ミズキ科　ミズキ属>
　初夏を代表する花木で、花びらのように
白く見える総苞片をつけて花を咲かせる。
開花は近縁のハナミズキより遅く、葉が完
全に開いてから白い装飾花が多数つく。花
弁に見える総苞は4枚ある。街路樹・庭園
樹・公園樹としても用いられ、あまり大き
くならないので庭木にも向いている。果実
はサッカーボールに似た感じの球形で、9
月ごろ赤く熟し食用になる。
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開催日時　2025年5月24日（土）
　　　　　10：00～11:15
天候：曇り
参加者：12名
テーマ：植物と昆虫の関係
報告者：桑原裕則
　桑原のガイドデビュー戦のため12名全員
の1グループでガイドを行った。1週間前に
下見を行い日本庭園のスイレンやコウホネ
が見ごろであること、多くの樹種が実をつ
けていることなどを確認した。　当日は、
スタート地点付近にあるカワヅザクラやヤ
マグワ、日本庭園のウグイスカグラの実が
熟し始めており、鳥散布について解説し
た。桑原が担当予定していたヤグルマギク
は下見で満開であったが、当日はほとんど
刈り取られていた。園芸種を解説対象にす
ることの難しさを感じた。（参加者には数
本残っていたヤグルマギクで解説した）
　モチノキの実にモチノキタネオナガコバ
チが出てきた痕跡があることからモチノキ
とモチノキタネオナガコバチの騙しあいに
ついて解説した。
〈観察したもの〉
カワヅザクラ、ヤマグワ、スイレン、コウ
ホネ、ウグイスカグラ、ヤマボウシ、ユリ
ノキ、ヒマラヤスギ、モチノキ、ヒノキ、
サワラ、オオバコ、ヤグルマギク、ネモ
フィラほか園芸種など
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月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図

　学名Hydrangea（ハイドランジェア）は「水の器」の
意。和名は集（あず）真藍（さあい） 別名は七変化、四
葩（よひら）

梅雨空を彩る花アジサイ〈アジサイの系統〉
〇アジサイ（ホンアジサイ）　野生の基本形は「ガク
型」、自然界ではまれに両性花が装飾花に変化し、「て
まり」になる。これを栽培普及したものがアジサイ。葉
に光沢がある。別名テマリアジサイ。
〇ヒメアジサイ（マキノアジサイ）　明月院で有名なア
ジサイだが、各地の公園にも多い。涼やかな瑠璃色は明
月院ブルーとも。葉に光沢はない。命名は牧野富太郎。
ホンアジサイとエゾアジサイの交雑種との説がある。
〇ガクアジサイ（ハマアジサイ）　漢字で書くと「額紫
陽花」。両性花の周りに咲く装飾花を額縁に見立てたも
の。アジサイのなかまの花姿は本種が基本タイプ。伊豆
半島、伊豆諸島、三浦半島や房総の一部。四国足摺岬に
も分布。海浜性植物特有の特徴、大型で、葉が厚く光沢
がある。
〇ヤマアジサイ（サワアジサイ）　内陸の湿度がある山
林に自生、小型で葉は薄く、光沢がないのが特徴。変異
に幅、地域差大きく、花形、色合いなど魅力的な品種が
多い。本州（関東以西）、四国、九州に分布。ベニガク
アマチャなど多くの品種がある。

公園などで見られるランのなかま
〇ネジバナ（捩花）　ラン科ネジバナ属。公園の芝地、
街中なかでも見られるラン。５月~８月頃、花は螺旋状に
咲く。捩れてピンクの螺旋階段のよう。個体によって右
から、左から巻くもの、なかには捩れないものもあるか
ら、巻き方の違いを探す観察も楽しい。ネジバナは芝生
の菌類と共生、菌類が作った栄養分を吸収して成長す
る。花軸と子房に毛が多い。花は４~５㎝、唇弁は白。ふ
つう５弁が淡紅色だが、白花品や緑花品もある。小さな
ハナバチが花粉を運ぶ「他花受粉」だが、温室などの環
境では結実しないといわれる。
＜その他＞
○タブノキ〈今果実が緑から黒熟する時期〉タブの果実
は同じクスノキ科のアボカドに似る。
また有用植物としてのタブノキ（葉・樹皮）はタブ粉と
して線香の材になる。
また、樹皮は黄八丈の樺色染色に用いられる。（コブナ
グサ（黄）、スダジイ（黒）とタブノキ（樺色）は黄八
丈の三原色）
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開催日時：2025年6月28日（土）
        　10：00～11:15　天候：晴
参加者：15名（うち子供２名）
テーマ：梅雨空を彩る花アジサイ
報告者：渡辺英城
＜アジサイの系統＞
　この前週まで梅雨空の日が続いていた
が、この日は快晴、35℃の猛暑となった。
コースはアジサイが多く見頃である日本庭
園の彩翔亭に設定。高気温も予想されたの
で終了時間を11時目途とした。日陰のフジ
棚において二宮氏のアジサイに関する説明
の後、2班に分かれてガイドウォークス
タート。彩翔亭を中心に植物等の観察を行
い、各ガイドにて解説を行った。
＜観察した主な動植物＞
トベラ、シャリンバイ、ウバメガシ、ネジ
バナ、キンシバイ、ビヨウヤナギ、リョウ
ブ、アジサイ各種、スイレン、ハス、トク
サ、タマリュウ、コクチナシ、ヤブレガ
サ、ヘクソカズラ、タブノキ、マヤラン
（十数株）、セイヨウウツボグサ、オオシ
オカラトンボ、ショウジョウトンボ、チュ
ウゴクアミガサハゴロモ（外来種）など
※チュウゴクアミガサハゴロモ
　新害虫として､埼玉県のHPで県内茶畑で
大発生、注意喚起との報。
航空公園に入る橋のたもとのクワの実生木
に成虫が多数みられました。
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月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図
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中秋に咲く紅蓮の花　ヒガンバナ
ヒガンバナ科ヒガンバナ属　学名Lycoris
radiata
　古い時代、中国から渡来した史前帰化植
物。鱗茎に強い毒性をもつ有毒植物だが、か
つて救荒作物として鱗茎のデンプンを毒抜き
して食用にされたこともある。属名リコリス
はギリシャ神話の海の女神、種小名ラジアー
タは放射状の花姿の意、花びら、萼片が放射
状に着くことを表している。和名は秋のお彼
岸の頃に咲くことから。別名曼珠沙華はサン
スクリット語でMannjusakaの音写からで、天
上の花の意味。仏典に由来。このことから寺
院によく植えられている。『日本のひがんば
な」』（松江幸雄著）の付録に「都道府県別
呼び名集」がある。〈埼玉県の呼び名集〉オ
シャカバナ、カジバナ、キツネノタイマツ、
ユーレイバナ、シビトバナ、シビレバナ、シ
ンダモンノバナ、チョウチンバナ、ドクバ
ナ、ドクッパナ、ハカバナ、ハッカケバナ、
ハッカケババア、ユウレイバナ、ヨメノカン
ザシ

新害虫チュウゴクアミガサハゴロモ
カメムシ目ハゴロモ科
　今、本州・四国・九州各地で大発生してい
る。昨年9月、県内の茶園でもチャノキの徒長
枝に白い綿のようなものが多く発生、確認さ
れた。茶園での被害は国内初であるとのこと
で、県農林部病害虫防除所は、令和6年10月31
日、注意喚起の資料を発表した。このチュウ
ゴクアミガサハゴロモは、6-11月頃出現する
新参の帰化昆虫である。大きさ　（翅端ま
で）は14mm前後、茶褐色～鉄錆色で、前翅前
縁の中央部に白紋をもつ。よく似る在来種の
アミガガサハゴロモとの見分けは画像で対比
すれば容易である。このチュウゴクアミガサ
ハゴロモは、ブナ科、マメ科、ムクロジ科、
モクセイ科、カバノキ科、クワ科など何でも
吸汁する広食性の害虫で、今、都市部の公園
や人家の庭などでもよく目にする新参の害虫
として注目されている。
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開催日時：2025年9月27日（土）
        　10：00～11：15
天候：晴
参加者：19名（うち子ども1名）
テーマ：中秋に咲く花　熟す果実　　跳
梁する虫たち
　彼岸も明けてようやく凌ぎやすくなった
航空公園。藤棚の下でヒガンバナとチュウ
ゴクアミガサハゴロモについて概要を説
明。道すがら用意した標本のカゼクサ、ネ
ズミノオなど秋の風景を演出するイネ科植
物について、その形状、名の由来などにも
触れた。
　中秋の主役ヒガンバナ、シロバナマン
ジュシャゲはそろって首尾よく見られた。
今、話題のチュウゴクアミガサハゴロモは
白いロウ物質をまとった幼虫や黒っぽい体
色の成虫が、園内の林縁、園路沿いの随所
に見られた。
　終了後、ボランティアメンバーの情報で
美しいマヤランが数株見られたのはラッ
キーであった。
《観察した注目種》〈樹木〉サルスベリ、
マテバシイ、ストローブマツ、〈草本〉イ
ネ科植物：雑木林の林床に繁茂するササク
サ、陽光をうけて美しいチカラシバ、路傍
の楚々とした涼やかなカゼクサ、鼠の尻尾
に見立てた鞭状の穂のネズミノオ、踏み込
むとベタベタのひっつき虫のチヂミザサ、
ツユクサ、ヤハズソウなど、〈昆虫類〉移
入個体の特定外来生物アカボシゴマダラ、
音叉で欺しの実験　ジョロウグモ（振動さ
せた馬蹄形の音叉を網に触れると雌がさっ
と寄ってくる）一回で成功。
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月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図

河
野
　
満

コノシメトンボ　<トンボ目トンボ科>
　赤トンボと呼ばれるものの多くはアカネ属
のトンボであり、秋になると成熟した赤い色
のトンボが群れている様子を見かけるように
なる。体色の赤さは赤トンボの種類によって
も違いがある。本種の成熟したオスは真っ赤
になるが、メスは赤くはならない（写真はメ
ス）。翅の先が褐色に色づくトンボには、コ
ノシメトンボ、ノシメトンボ、リスアカネ、
マユタテアカネ（メスの一部）がいて、胸部
側面の模様などで区別することができる。ト
ンボの仲間は止るときの姿勢と翅の開き方を
観察することで種類の同定に役立つ。トンボ
科は翅を開いて水平に止るが、イトトンボ科
は翅を閉じて水平に止り、ヤンマ科は翅を開
いてぶらさがるように垂直に止る。

アオマツムシ　<バッタ目コオロギ科>
　樹上性であることから市街地の街路樹でも
増えており、特に夕方以降はリィーリィーと
大合唱が聞こえてくる。バッタの仲間には
バッタ科、キリギリス科、コオロギ科などが
あり、触角の長さと翅の閉じ方で見分けるこ
とができる。コオロギ科は触角が長く、翅を
上下に重ねて閉じる。本種は帰化種である
が、近年は昆虫の外来種が増えており、クズ
の葉っぱを食べるクズクビボソハムシや、他
種植物につくチュウゴクアミガサハゴロモの
他、エノキの葉っぱを幼虫の食草とするアカ
ボシゴマダラなどである。アカボシゴマダラ
は特定外来生物に指定されており、飼育や移
動、リリースも禁止されている。

10 18 池
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開催日時：2025年10月18日（土）
　　　　　10：00～11：15
天候：晴
参加者：14名(うち子ども1名)
テーマ：秋を告げる昆虫たち
　昆虫が得意な池田浩さんと、昆虫をテー
マに公園をガイドしました。
　まず昆虫観察をする上で、注意する昆虫
(スズメバチ・イラガ・カメムシなど)を説
明。次にバッタ、キリギリス、コオロギの
仲間の見分け方(触角の長短と翅のたたみ
方)、そして蝶と蛾の分け方(触角の形状)
を説明して出発。
　早速注意するカメムシ出現、カメムシ特
有の臭いは腹側から出るので、触るときは
背中側が良い。ジョロウグモは大きなメス
の周りにオスが3匹、近づくとメスに食べ
られるので脱皮の時期を待って交尾するそ
うだ。お腹を触ると意外と固めで弾力があ
りスベスベだ。お腹から出ていいる糸を、
子どもが持ってゆっくり下がってもらう
と、2m以上切れなかった。
　その後子どもの見つけたバッタが、触角
が短く翅が縦にたたまれているのでバッタ
の仲間と確認。ショウリョウバッタと似て
いるが脚が短いのでオンブバッタと確認。
とても面白く学びを得られた観察会でし
た。
　他に観察した虫など:イモムシ、キンモ
クセイ、エノキ、ヤマトシジミ、アオスズ
ムシ(鳴き声)、キツネノタイマツ、アキア
カネ、クワゴ、ハラビロカマキリ
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月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図

イロハカエデの紅葉と落葉の目的

１．水分の蒸散抑制と乾燥防止

　葉をおとすことで水分の損失を抑え、乾燥

による枯死を防ぐ。

２．落葉広葉樹の導管は針葉樹に比べて太

く、内部の水分が凍結・融解を繰り返すと機

能障害を起こしやすい。葉をなくすことで、

導管内の水分の損失を抑え、凍結によるダ

メージを回避

３．栄養分の回収と再利用

　落葉に先立ち、植物は葉に含まれるたんぱ

く質や無機塩類などの貴重な栄養分を幹や枝

に移動させ、蓄える。紅葉はこの過程で葉緑

体が分解され、他の色素（カロチノイドな

ど）が残る現象

４．不要な物質の排出

　代謝の過程で生じた不要な老廃物や過剰な

ミネラルなどを葉に集め、落葉とともに体外

へ排出。

トチノキの冬芽の役割

　冬芽の主な役割は、春に新しい葉や花を芽

吹かせる準備をするここと、冬の厳しい寒さ

や乾燥から芽を守ること

１．冬の保護

　内部の組織を寒さ、乾燥、動物から守る。

２．翌春の準備

　翌春に展開する葉や花芽をあらかじめ形成

し、枝に格納

３．多様な保護戦略

〇毛皮のコート：モクレンのように、密な毛

で覆われて寒さを防ぐ。

〇隙間風防止：トチノキのように、粘液や樹

脂で冬芽を覆い、乾燥や虫の害を防ぐ。

〇重なる鱗片：ブナのように、多数の芽鱗が

重なり合うことで、寒さから内部を保護

〇隠すタイプ：プラタナスのように、大きな

葉柄が冬芽を帽子のように包みこんで保護

11 久
保
雅
春

桑
原
裕
則

開催日時：2025年11月22日（土）
　　　　　10：00～11：10
天候：晴
参加者：11名
テーマ：落葉広葉樹の冬支度
　テーマの冬支度は、特に紅葉の仕組
みと冬芽、種子散布について解説を
行った。当日は気候もよく紅葉も見ご
ろを迎え、とても気持ちの良い観察会
になった。観察会では、久保さんが収
集してある種子などのサンプルを提示
しながら解説した。特にハチクの花の
サンプルは、なかなか見られないため
参加者も興味深く見ていた。ハクモク
レンの毛で覆われた冬芽やトチノキの
ねばねばした冬芽を参加者に触っても
らい植物ごとの冬支度の違いを感じて
もらった。最後は参加者全員でトウカ
エデの種子を飛ばした後、童謡「紅葉
（もみじ）」を合唱して会を締めく
くった。
〈観察した植物〉
ピラカンサ、クワ、ハクモクレン、イ
ロハカエデ、ヤマモミジ、モウソウチ
ク、フクジュソウ、ハス、シナマンサ
ク、ソヨゴ、ケヤキ、エノキ、コブ
シ、アキニレ、ムクノキ、ヘクソカズ
ラ、サンゴジュ、モミジバスズカケ、
トチノキ、トウカエデ
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令和7年4月〜令和8年3月 いきものガイドウォーク(全10回)　予定と実績

月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図

ヤブラン（藪蘭）
キジカクシ科ヤブラン属。学名 Liriope
muscari
　ヤブに生え葉の形がシュンランなどのラン
に似ているため、この名がついた。野山の木
陰に生え、庭や公園の下草としてもよく植え
られる。北海道以外の日本全土に分布する。
 花期は8～10月で、長さ4㎜ほどの小さな淡紫
色の花がたくさんついた花序をつける。暗い
林の中では淡紫色の花はよく目立つ。
 写真は熟した種子の様子。種子は緑色から光
沢のある黒色に変化する。大きさは直径6～7
㎜ほど。

ヤブコウジ（藪柑子）
サクラソウ科ヤブコウジ属。学名　Ardisia
japonica
　縁起物四種の末席、別名十両。本州から九
州に広く分布する低木。山野に生え、庭木や
鉢植えにされる。とても小さい木で最大でも
30㎝ほど。
 花期は7～8月で葉に隠れるように白い花がつ
く。晩秋から冬にかけてつける赤い実を縁起
物として正月飾りに使う。別名の十両はマン
リョウやセンリョウと同じ時期に真っ赤な目
立つ果実をつけるが、木が小さいことや果実
の数が少ないことから順位を下につけたも
の。

12 20 毛
利
英
美
子

河
野
　
満

開催日時：2025年12月20日（土）
　　　　　10：00～11：10
天候：晴
参加者：14名
テーマ：どこにあるかな？ 師走の航空公
園を歩いてみよう
　今回は毛利さんに解説を担当していただ
き、河野がサブに回りました。
　テーマに悩みましたが、花が少ない中目
に付きにくい小さな植物を探しながら公園
を散歩しました。また、ビニール袋を配布
し、気になる葉や実などを採取し、答え合
わせも行いました。当日ヤブランの実はす
ぐ見つかりましたが、ヤブコウジの実がほ
とんど残っておらず、皆で一緒に探しまし
た。
　モミジバスズカケノキの実をばらばらに
したり、ヒマラヤスギの松ぼっくりと雄花
の解説も行いました。
〈観察した植物〉
ピラカンサ、クワ、トクサ、ツワブキ、ヤ
ツデ、アセビ、ソヨゴ、サザンカ、ヒイラ
ギナンテン、ナンテン、ヒュウガミズキ、
ケヤキ、エノキ、アキニレ、ムクノキ、ヘ
クソカズラ、モミジバスズカケ、ヒマラヤ
スギ、トウカエデ、マンリョウ、ノゲシ、
トウネズミモチ、コナラ、カナメモチ
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月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図

1 24 芳
野
光
夫

渡
辺
英
城

開催日時：2026年1月24日（土）
　　　　　10：00～11：15
天候：晴
参加者：17名（うち会員1名）
テーマ：バード・ウォッチング
　ここ何年か冬鳥の到来が遅れ気味で、見
られる鳥の数も減った感がありましたが、
今年は12月からツグミがよく見られました
ので状況は良くなってきたと思われます。
参加者一同、期待を胸に観察会スタート。
　早速、集合場所のヒコーキ越しに見える
遠くの木の枝にツグミの群れが見られまし
た。香るロウバイ園と白梅紅梅が盛りの日
本庭園を通過し、庭園を出た雑木林でオナ
ガの群れに遭遇。続いてエナガも群れで現
れました。野球場脇の通路では、サザンカ
の中に蜜を吸いに来たメジロが飛び交いま
す。梅園で咲き始めのテッケンバイを鑑賞
しつつ池へ到着。左回りで池を一周しまし
たが、いつものアオサギも見あたらず寂し
く終わりかと思いきや、カワセミ♀が登場
してくれました。岸辺の近いところにいた
ので、近すぎてスコープに入れるのに手こ
ずってしまいました。
〈観察した主な野鳥〉
ツグミ、シジュウカラ、メジロ、エナガ、
オナガ、マガモ、カルガモ、カワセミ、シ
メ、ハクセキレイ、スズメ、ヒヨドリ、ム
クドリ、ドバトなど



令和7年4月〜令和8年3月 いきものガイドウォーク(全10回)　予定と実績

月 日 担当 観察内容 写真1 写真2 コース図

ツバキ（椿）
　写真向かって左側の白地に縦の赤い模様が
入っているのが園芸品種の「アキノヤマ（ま
たはアキイチバン）」。春の早い時期に咲く
ツバキである。成長した個体では赤と白の花
が両方咲いている咲分けの状態になる。右側
が野生種の「ヤブツバキ」。近くに「サザン
カ」も咲いていたため、花の落ち方、花の形
など、ツバキとサザンカの違いを説明した。
また、ツバキに関して、日本文化のなかで扱
われた事例を紹介した。

ロウバイ（蝋梅）
　真冬の12月～2月に、芳香のあるロウ細工の
様な黄花をつけることが名の由来で、お正月
の飾りにもよく使われる。蝋梅園には花の中
心が赤紫色の「満月蝋梅」と中心まで黄色い
「素心蝋梅」の2種類がある。参加者の方に、
「満月蝋梅」を見つけて頂くようにお声がけ
をした。その後に、この蝋梅園では実生で繁
殖を行っているため、それぞれの品種の特徴
が薄まりやすいことを説明した。

3 28 久
保

二
宮

2 28 佐
藤

鈴
木

開催日時：2026年2月28日（土）
          10：00～11：10
天候：晴
参加者：16名
テーマ：冬の花を楽しむ
　前半を鈴木が担当し、後半を佐藤さんが
担当しました。前半の鈴木担当パートで
は、主にカワヅザクラ、ツバキ、サザン
カ、ロウバイを観察しました。後半の佐藤
さん担当パートでは、日本庭園についての
解説がなされました。
〈観察した植物〉
カワヅザクラ、ヤブツバキ、アキノヤマま
たはアキイチバン（同定不能、ツバキの園
芸品種）、サザンカ、サンシュユ、ミツマ
タ、エノキ、ケヤキ

日本庭園

　後半は鈴木さんから佐藤がバトン（マイ
ク）を受け取りました。テーマは主に「日
本庭園の成り立ちと魅力のポイント」な
ど、普段はあまり気づくことのない点を紹
介しました。いくつかを挙げてみます
と・・・・・主な構成要素（石・水・植
物）、遣水（池へ至る水路）、灯籠、苔、
松の庭木仕立てについてなどです。


